
 
■  開 催 に あ た り  ■  

 

コロナウイルスが全世界を覆い、社会、経済、そして私たちの生活すべてを不確実なものとしました。 

ワクチン接種は進んでいるものの、コロナ慣れや自粛疲れ、変異株の出現や広がりなどから、いつ収束する

のか一向に見通せない状況にあります。私たちは、好むと好まざるとにかかわらず当面このコロナ禍を生きな

ければなりません。 

その中で、個人としてできること、国としてできること、そして 自治体独自にできることもあります。   

危機管理、情報公開、DX、困窮者支援、セーフティネット整備活用 など。人口減少・少子高齢化が急速に進

むなか、住民に一番近い基礎自治体は、コロナ後の地域社会をどう描き、そのためにいま何を為すべきなのか。

行政そして住民も 今日を堪えつつ並行して知恵を絞るべき時であり、自治体独自の明確な意志や創意工夫が

試されているといえます。 

今回 第１部では元祖 改革派知事の橋本大二郎さんにご講演いただきます。第２部では「市民が主役のまち

づくり」を掲げ５期の改革実績を誇る朝霞市長、板橋区役所各部の取りまとめ役である総務部長、議会トップ

であり新型コロナウイルス対策会議を総括する区議会議長、自治体の計画づくり・政策形成の研究者  をお招き

しシンポジウムを行います。この時機、だからこそ 皆さまのご参加ならびにご視聴をお待ちしております。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■ シンポジスト  
 
富 岡 勝 則 さん （埼玉県朝霞市長） 

 

1954年朝霞市生まれ。1977年 日本大学法学部卒、朝霞市

役所入庁。1995年から朝霞市議会議員（２期）、埼玉県議会議

員（１期）等を経て、2005年 朝霞市長就任（現在５期目）。 

 

【 朝霞市の行財政改革と「市民が主役のまちづくり」】  
今回の先進地首長シンポジストは、１６年超にわたる市政運営

ならびに行政改革の実績を誇り、本年２月に５選を果たした朝

霞市（人口約14万）の富岡市長です。これまで、第５次にわた

る行政改革大綱や実施計画の策定を通じ、限られた財源の効果

的・効率的な活用、政策的な事業の優先度判断、選択と集中等を

実行。本年３月には徹底した市民参画によって「第５次総合計画

後期基本計画 －私が 暮らしつづけたいまち 朝霞－」を策定。 

自然と利便性がバランスよく調和したまち「むさしのフロン

トあさか」をキャッチフレーズとしたシティプロモーションや

「市民が主役のまちづくり」を意欲的に展開しています。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂 本 東 生 さん （板橋区議会議長） 
 
 昭和５３年板橋区生まれ。Manchester Metropolitan大学卒、
法政大学大学院修士課程修了（政策学修士）。平成１９年

より区議（４期目）、令和３年議長就任。元 (公社)東京青年

会議所板橋区委員長。板橋区無形民俗文化財成増里神

楽保存会所属。 
  

長 野   基  さん （東京都立大学准教授） 
 
1975年東京都生まれ。早稲田大学政治経済学部助手、跡

見学園女子大学専任講師などを経て2011年より首都大学

東京（現・東京都立大学）都市環境学部准教授（現職）。専門

は基礎自治体の計画づくり・政策形成技術、行政評価・参加
型政策分析。共著に『地域協働の科学―まちの連携をマネジ

メントする』（成文堂），『地方自治論－変化と未来』（法律文

化社），『議会改革白書（各年版）』（生活社）等。  

尾 科 善 彦 さん （板橋区総務部長） 
 
 昭和３８年東京都生まれ。昭和６２年入区、住宅課長心得、
住宅政策課長、板橋地域まちづくり推進担当課長、経営改革

推進課長、高島平地域まちづくり担当課長、高島平グランドデ

ザイン担当課長、産業経済部長を経て、令和２年４月より現職。 
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参加申込用紙（ＦＡＸ用） 

講師 橋 本 大 二 郎 さん （元高知県知事・キャスター） 
 

1947 年東京都生まれ。慶應義塾大学卒業後、NHK 入局。福岡放送局、大阪・東京社会部記者等を経て「NHK

ニュース TODAY」キャスター。1991 年、高知県知事当選（４期５選 16 年）。知事として人事諮問制度や闇専従の

廃止、役所特有の給与制度の是正、官官接待の廃止、「公設民営」という新しい方式での大学（高知工科大学）の

開校や森林環境税の導入など県民の視点で新たな試みや行財政改革に取り組み、これを全国に情報発信し続けた

元祖改革派知事。知事退任後、早稲田大学客員教授、テレビ朝日「ワイド！スクランブル」キャスター等。 

著書に『破天荒、大二郎がゆく』［講談社］、 『未来へ（「霞が関と永田町」大改革の処方箋）』［プレジデント社］ など 


